
 

 

平成 17 年７月 29 日 
会員各位 

「正会員代表者にお渡し下さい」               社団法人日本スイミングクラブ協会  
東海支部会長  磯 部  育 夫 
総務委員長  一 田  幸 男 

 
 

拝啓 大暑の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお
礼申し上げます。 
 さて、平成 17 年度 第２回社団法人日本スイミングクラブ協会東海支部理事会が行われました。審議
事項について下記のとおりご報告を申し上げますのでご一読ください。また、ご意見ご要望等ありまし
たら遠慮なく担当理事、または事務局総務委員会までお知らせください。 

                          敬 具 

平成 17年度 第２回東海支部理事会議事録 
 
日  時    平成 17年 7月 21日（木） １３：００～１５：３０ 
会  場    ルネック勝川７階 Ａ会議室 
 
会議の成立 ： 理事数２７名・定数１４名・出席１９名・委任状６名・欠席１名（理事会成立） 
        顧問１名・監事１名 
 
１．開   会 一田総務委員長が開会を宣言した。 
２．出席者紹介 出席役員が自己紹介を行った。   
３．会 長 挨 拶 磯部会長より「協会の事業が順調に進んでいる、東海ブロックの長水路は名古屋レイ

ンボープールでオーストラリアの選手団を招待し大きな交流成果を残し、感動の内に終
了した。経営委員会は指定管理者、個人情報保護法について時代に即応した研修を実施

好評の内に終了した。We love swimmingの活動も順調に進んでいる」等報告を交え挨
拶があった。 

４．議事録署名人指名（２名）山田忠樹、荻野秀仁 両理事が議事録署名人に指名された。 
 

５．主な審議事項（順不同） 
(１) 泳げない子を無くそうキャンペーン、実施中間報告 
z 各県の代表者から県ごとの取り組みについて報告があった。 
¾ 愛知県 大森副会長「３回の日程を終了し６，７８３名の参加があった」 
¾ 静岡県 村上広報委員長「１回終了あと２回残している詳細は後日報告」 
¾ 岐阜県 安藤理事「３回の日程を終了し２，９０４名の参加があった、広報不足を感

じている。また参加者は同じ人が３回参加していたり情報の偏りを感じた」 
¾ 三重県 山本理事他「三重地域では『泳げない子を無くそうキャンペーン』について

の広報活動として、三重テレビ（地区高校野球決勝戦で）コマーシャルを流す。又、
FM三重からも（社）日本スイミングクラブ協会加盟で短期教室 etc．実施している・
お問い合わせするよう呼びかけていく。財源は東海支部広報活動費プラス三重地域広

報活動費」 
z キャンペーン関連で出た意見の集約 
¾ キャンペーンの加盟クラブに対する周知徹底が必要だ 
¾ 泳げない子に対するアプローチはスイミングクラブの社会的使命だ 



 

 

(２) 新規加盟クラブの承認 
z 特定非営利活動法人ウィル大口スポーツクラブが運営する 
ウィル大口スポーツクラブ（愛知尾張）は承認 

z 継続審議中 ジェネス可児スポーツクラブは加盟申請を取り下げた 
z 加盟申請手続きの確認 
¾ 加盟申請の承認は理事会で行う 
¾ FAXでの書類審査は今後原則的に行わない 

(３) 全国理事会・各専門委員会の報告及び要望 
z ６．にて報告 

(４) 次回理事会開催日程について 
z １０月２０日（木）に開催 

(５) 第４回理事会開催場所日程について 
z 平成１８年１月２６日（木）静岡県担当で開催する 

(６) その他  
z ６．にて報告 

６．専門委員会 報告及び審議事項 
①指導力向上委員会（目黒伸良委員長） 
z ６月２６日実施「ベビースイミング＆幼児水泳研修会」参加７８名 
z ６月２６日実施「水泳サブインストラクター講習会」参加９名 
z ８月２１日（日）「水泳サブインストラクター講習会」と「幼児水泳インストラクター講習」 

②泳力認定委員会(佐藤洋一委員長) 
z 平成１７年ベストスイマー表彰式報告 
z 平成１６年度優秀最優秀クラブ表彰報告 
z 支部の泳力認定実施報告（別紙参照） 
z 泳力認定の還付金について報告があった、泳力認定の実施方法について説明があった。 
z 泳力認定事業 東海支部還付金は９４８，３３０円となった 中国支部に次ぎ２位初めて

トップを譲った。 
③事業企画委員会（山南宏一委員長） 
z ５月3.4.5日に行われた名古屋市ﾚｲﾝﾎﾞｰﾌﾟｰﾙの長水路大会はｵｰｽﾄﾗﾘｱ選手団の招待を含め成
功を納め無事終了した。 

z ８月９日の選考会を経て１２月に行われるｵｰｽﾄﾗﾘｱｸｨｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ and ｴｲｼﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ
に選手を派遣する 

z 来年８月に行われるﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝの大会に招待を受けている、参加の方向で進めている。 
④安全水泳委員会（山田忠樹委員長） 
z 11/21・22 AED（自動対外式除細動器）の講習を行います、是非受けて下さい。 

⑤経営委員会（市岡道隆委員長） 
z 6月 17日 指定管理者、個人情報保護法についての研修会を行った。 
z ﾄｯﾌﾟﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｾﾐﾅｰは 11月 24日福岡で開催される予定 

⑥施設用具・財務委員会（加納雅子副委員長） 
z 協力会員は 17年度 36社となった。 
z （株）東産業様、（株）ウェルシ様、（株）セキュリティハウス様、ユニカ食品(株)様の書
類審議を行い入会を承認された。 

z 10月の理事会にあわせて協力会員の活動協議会を開催したい。（承認） 
z 活動協議会に協力をお願いします。 
z 18年度に向け協力会員の募集をお願いします。 



 

 

⑦生涯水泳科学研究委員会（赤堀隆委員長） 
z 7月 10日に全国委員長会議があった。 
z 2006/1/28-29生涯水泳シンポジウム名古屋会場で開催予定 
z 同内容にて関東支部にて開催予定 

⑧国際委員会（角谷祥吾委員長欠席・総務委員長代理報告） 
z 2005年度海外経営者セミナー「中欧・東欧 伝統の４湯紀行」資料を回覧しながら説明が
あった。  

⑨指導者登録委員会（山内宣之委員長欠席・総務委員長代理報告） 
z 特になし。 

⑩広報委員会（村上栄一委員長） 
z 広報活動の県別予算を確定した 
z 愛知県 1,321,700円 静岡県 462,300円 岐阜県 253,200 三重県 523,900円 

⑪総務委員会（一田幸男委員長） 
z 各県別名簿を提出、間違い探し変更漏れの確認をお願いした。 
z 結果、多くの変更届けが出ていないことが判明した。 

z ☆★☆名簿確認の上各種変更届を事務局に提出して下さい☆★☆ 

      その他報告 
７．閉 会 

z マスターズ登録数が選手登録者数に追いつく勢いで増えている。マスターズを支えているの
はスイミングクラブ協会である。マスターズ大会の充実を計るべきとの意見があった。 
z 第 7回オールマスターズスイミングフェスティバル in三重の説明があった。11月 19-20日 
z 11月 27日東海マスターズ長水路大会が春日井市サンフロッグ温水プールにて開催されます。
今年度より長水路短水路の日程が逆になっています。多くの参加をお願いします 

 
 

 
議事録についてのお問い合わせは 東海支部事務局、または担当理事まで 

《議    長》磯部育夫 

《議事録署名人》山田忠樹・荻野秀仁 
《議事録作成》一田幸男 

社団法人 日本スイミングクラブ協会東海支部 事務局 

〒486-0945//愛知県春日井市勝川町 6-89 アーバンハイツＡ102 

ＴＥＬ：0568-34-9270 ＦＡＸ：0568-34-9271 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.sc-tokai.net/ 

ｉmode・J sky 版：http://www.sc-tokai.net/i/ 
Email：info@sc-tokai.net  
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